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市民との意見交換会実施報告書 

 

開 催 日 時 
1 回目 令和４年７月２５日（月）午後６時３０分～午後８時３０分 

2 回目 令和４年７月２８日（木）午後６時３０分～午後８時３０分 
開 催 場 所 にこ♡ふる ３階 大会議室 

出 席 議 員 

氏 名 役 割 氏 名 役 割 氏 名 役 割 

菅井 巌 座長 

グループ：記録係 

阿部 寛 議会だより 

グループ：記録係 

遠藤 初子 記録・報告書作成 

グループ：記録係 

田中 宏 全体の司会進行・ 

写真撮影 

五十嵐 一彦 受付・録音 

グループ：進行係 

本間 信一 受付・録音 

グループ：進行係 

富樫 正毅 受付・録音 

グループ：進行係 

    

欠 席 議 員 なし 

テ ー マ 子ども・子育て・保育の悩みや課題、地域や行政の支援などについて 

団体等の名称 市内の保育施設４９施設を対象とし、保護者会代表者へ参加を依頼（内２４施設が参加） 参 加 者 数 議員他２４名 

実 施 内 容 
（ 概 要 等 ） 

テーマに添って事前にアンケート調査を行った。参加いただく保育施設が多かったため、市街地と郊外・旧町村地域を分けて２回に渡り

開催。アンケート調査に基づき、テーマに添って意見交換を行ったが、今回議員は聞くことに徹した。各回ともに３グループに分かれ、

議員が２人１組で入り、司会進行と記録係をそれぞれに担当した。別紙の通り、大変多くの声が寄せられとても有意義な会になったと思

うが、寄せられた声をいかに実現していくかが、これからの課題になると考える。特に、子どもが遊べるところが少ない、公園管理の不

行き届きについて多くの声があった。まずは、できるところから対処していく必要がある。 

※主な意見及びその回答は、別紙のとおり 

 

  令和 ４ 年  ８ 月  ２６ 日 

 

鶴岡市議会議長  様 

総務・市民文教・厚生・産業建設   班  代表者      菅井 巌    印     



No. 参加者の主な意見等 議員の主な発言等

分 類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 選択理由等（自由記載）

遊び場

1 東根や天童のような無料の自由来館型の遊び場がほしい（複数） ◯ ◯

2 悪天候、冬期間に遊べる屋内の遊び場がほしい（複数） ◯ ◯

3 SORAIの利用に市からの補助がほしい（複数） 他からも同様の声があるので、必要性があるのではないかと思う。 ◯ ◯

4 学校や体育館など既存施設を、遊び場として開放して欲しい ◯

5 中央児童館では最近ロープが張られている。遊具が壊れている 以前にも、木製遊具が壊れて問題になったことがある。 ◯

6 遊具のある公園の駐車場の台数が少なく、利用しにくい（複数） ◯

7 道の駅のそばに遊び場機能を作るなど、構想をもって整備してほしい ◯

8 地元の公園に遊具が少ない。劣化していて使えないことも多い。 ◯

9 地元の公園の町内による管理が出来ていない。遊具が壊れていることを気軽に
言える雰囲気ではない。 ◯

10 櫛引の河川公園など、トイレが汚くて使いにくい公園も多い。 ◯

11 公園の草刈りが不十分で遊べない（複数） ◯

医療

12 インフルエンザ接種、おたふく接種などの予防接種に助成して欲しい。（複数） 接種について、多子世帯の負担は重いと考える。 ◯ ◯

13 「医療が無料なので、予防接種をするよりも罹患したほうが安上がり」と言ってい
る親もいる ◯

14 子どもの医療費の無料化を18歳・高校生まで拡大してほしい（複数） 県内でも、取り組む自治体が増えていると思う。 ◯ ◯

15 廃業する小児科医が増えている。地域に小児科がない ◯

16 コロナ禍で、発熱時に診察してもらいにくい現状 ◯

17 ３歳児検診で、目の検診を確実に実施してほしい。異常の早期発見ができていな
いのではないか ◯

18 子どもの病気の相談窓口と、医療への連携を充実して欲しい ◯

19 ワクチン接種については、SNSや口コミで判断している ◯

20 １歳児検診で再検査と言われたが、その後、受診勧奨がない ◯

子育て

21 ワンストップで相談できる窓口・システムを（複数） ◯ ◯

22 急な休校・休園の際、核家族の共働きで大変（複数） ◯

23 保護者同士のつながりが薄れ、お互いの顔もわからない。（複数） ◯

24 先生とのコミュニケーションも不十分で、子育てに不安。（複数） ◯

25 園での活動への考え方や対応が二分されており、交流会などの事業も開催しにく
い。 ◯

26 園行事に保護者が参加できず、園での生活がわからない。地域とのつながりも
減ってきた（複数） ◯

27 園職員の負担が大きくなっているようだ ◯

28 手洗い・うがいの習慣が身についた ◯

29 休業・休校で子どもが家にひきこもり、きょうだいでケンカしている ◯

30 子どもが家にいる時間が長くなり、TVとスマホ三昧。視力低下も心配 ◯ ◯

31 風邪ぎみの子どもを受け入れてくれる施設がない（複数） ◯ ◯

32 地域との関わり合い、近所の付き合いをもっと経験させたい。 ◯

33 自宅から遠い幼稚園に通っているので、地域との関わり合いがない。 ◯

34 土曜保育が、利用者が少なくて断られることがある。保育園同士で連携して人数
をとりまとめて、土曜保育する仕組みがほしい（複数） ◯

35 育児休暇を取ろうとしたら、会社から「うちでは無理」と断られた。 ◯

36 学童保育が運営主体によって利用料金に差がある。軽減策を講じてほしい 差があることを、改めて認識した。 ◯

学び

37 小学校の夏休みでプール開放がなかったのが残念 ◯

38 早くリモート授業を本格的にしてほしい ◯

39 せっかくサイエンスパークがあるのだから、子どもが本物のサイエンスに触れ合う
機会を作って欲しい ◯

40 小学校の宿題の多さに驚いた。いまだに詰め込み教育なのか。 ◯

41 大きい美術館、動物園等、外からも人が来る本物の文化に触れる機会が欲し
い。 ◯

42 自然はあるが、文化的な本物に触れられる場がない。 ◯

その他

43 子どもの成長に応じて、品物をリユースできるような有効利用の仕組みがほしい ◯ ◯

44 熱中症予防のために子ども達にマスクを適宜外すよう促しているが、なかなか外
せないようだ ◯

45 子どもが休んでも、収入が減るので親は休めない。補償や保険があればいいの
だが。 ◯

46 明石市の子ども支援に感動した。鶴岡市でもできることから取り組んで。 ◯ ◯

47 部活の地域移行は、地域格差が出ないようにして欲しい。 ◯

分類Ⅰ：今後の市議会活動の参考意見とするもの

分類Ⅱ：執行機関に伝えるもの　

分類Ⅲ：議会（常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、広報広聴委員会等）として調査・検討を行い、その対応を明らかにするもの


